
季
節
風
が
吹
く
 

収
穫
を
終
っ
た
枯
野
を
 

一
直
線
に
駆
け
て
く
る
 

ひ
ゆ
う
ひ
ゆ
う
 

シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
駆
け
て
く
る
 

樹
々
も
山
々
も
 

秋
か
ら
冬
へ
と
姿
を
変
え
る
 

里
で
は
 

一
斉
に
カ
チ
ョ
を
す
る
 

家
族
に
 

少
し
で
も
冬
を
暖
く
と
 

思
い
や
る
手
つ
き
も
忙
し

い
 

初
冬
の
郷
愁
こ
の
カ
チ
ョ
も
 

今
で
は
見
る
目
に
珍
し
い
 

新
田
拓

い
た
昔
か
ら
 

市
の
北
漠
三
好
野
は
 

嵐
の
中
に
生
き
て
来
た
 

少
年
は
 

風
を
愛
し
て
凧
を
揚
げ
 

少
女
は
 

ね
ん
ね
こ
羽
織
り
守
コ
し
た
 

夜
は
炉
ば
た
で
昔
コ
聞
い
て
 

や
が
て
来
る
春
待
つ
の
で
す
 

た
ゆ
ま
ぬ
力
と
 

や
さ
し
い
心
 

い
つ
か
故
里
盛
り
た
て
て
 

花
ひ
ら
か
せ
た
こ
の
日
ご
ろ
 

カ
チ
ョ
は
 

そ
ん
な
昔
を
し
の
ば
せ
る
 

カ
チ
ョ
が
終
れ
ば
出
稼
ぎ
だ

今
年
も
留
守
は
あ
た
た
か
ろ

子
ら
に
は
で
か
い
夢
が
あ
る

粉
雪
ち
ら
ほ
ら
舞
う
け
れ
ど

厳
し
い
風
に
も
詩
が
あ
る
 

青
森
県
五
所
川
原
市
字
岩
木
町

1
2
 

①
 

  

③「ミ・、よびわら 
発 行 所 

五所川原市役所 

第580号 
昭和59年12月1日 
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世 帯 数 	14,650 

（昭和59年10月31日現在）住民基本台帳から 

男 	25,386人 

女 	27,255人 

市 の 人 口 

52,641人 

 

地
区
の
カ
チ
ョ
 

《
 

 
!
 

ー
 

藻
 

  

、
 

、
 



(580号） ② 広報ごしょがわら 昭和59年（1984年）12月1日 

保育所（園）入所児童を受付（昭和60年度） 

所及び各保育所（園）にあります） 

レ詳細については、市福祉事務所児童係（廿35 - 

--2111番 内線243番）へお問い合わせく

ださい。 

市では、明年 4 月1日から保育所（園）に入所

する児童の申請を次のとおり受け付けします。 

レ受付期間 11月 1日（木）~12月20日（木）まで

レ受付場所 市福祉事務所（入所申請用紙は、当 

五所川原大橋建設現場 

起工式であいさつする森田市長 

事季多受豪’プ』＝ラ』 

祝五所ill原大橋起工式’ 

戸
 

r
 

西
北
五
住
民
が
待
望
の
 
「五

所
川
原
大
橋
」
の
地
鎮
祭

及
び

起
工
式
が
十
一
月
十
四
日
、
建

設
現
場
の
元
町
浄
水
場
附
近
の

岩
木
河
原
で
県
知
事
（
代
理
）
 

を
は
じ
め
山
崎
参
議
院
議
員
、
 

石
田
県
議
会
議
長
、
西
北
五
の

県
会
議
員
、
市
町
村
長
、
工
事

関
係
者
ら
百
五
十
人
が

出
席
し

て
、
本
工
事
入
り
を
祝
福
、
無

事
完
成
を
祈
り
ま
し
た
。
 

市
街
地
と
西
郡
を
結
ぶ
動
脈
 

慢
性
交
通
渋
滞
の
解
消
に
期
待
 

は
乾
橋
一
本
の
た
め
交
通
事
情

は
年
々
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
 

交
通
渋
滞
解
消
が
市
民
の
悲
願

と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
大
橋
は
総
事
業
費
約
三
十

一
億
三
千
万
円
が
見
込
ま
れ
六

十
五
年
度
の
完
成
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
架
橋
場
所
は
乾

橋
か
ら
約
八
百

メ
ー
ト
ル
上
流

で
元
町
浄
水
場
附
近
か
ら
対
岸

の
柏
村
を
結
ぶ
も
の
で
橋
の
長

さ
は
三
百
九
十
六
メ
ー
ト
ル
車

道
巾
員
九
メ
ー
ト
ル
両
側
に
一
 

・

五
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
付
き
で

将
来
の
交
通
需
要
に
対
応
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

起
工
式
で
は
五
所
川
原
大
橋
起

工
式
典
協
議
会
長
の
森
田
市
長

が
「
岩
木
川
へ
の
大
橋
建
設
は

地
域
住
民
の
長
年
の
夢
で
交
通

渋
滞
の
解
消
だ
け
で
な
く
産
業

経
済
の
波
及
効
果
も
大
き
く
今

後
は
早
期
完
成
に
尽
力
し
た
い

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
市
民

の
待
ち
に
待
っ
た
橋
だ
け
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

十
。
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第3回東北小都市研セミナー 
―関係者180人参加ー 

個性あるまちつくりをめざして 
」‘  ．えにおI，る中~市~〕と●『●費． ●尋 ●”“ 乗t働発研費セノタ 

個性あるまちつくりをめさして 
おI，る中~市~〕と●田費． ●尋 ’"“ 乗t”研”セノツ I 

小都市活性化の道をさぐる 言羅縦龍妥ぐる声 

講演する国土庁照井東北開発室長 

北方領土返還青森県大会であいさつする五所川原市長 

商
業

統
計

調
査

の
 

。
●
  
、
 
、
 
 
《
 
！

ー
】、
 ・
 
・
 
●
 
●
 

！
 

ホ
ス
タ
ー

！
易
佳
本
中H
 

二
 
‘
 

／
 
三
 ？
 

／
 
二1
／
 い
 
、
二
：／
・γ
戸
1
/
／
ごプ
二
／ど
 二
／
 
H
 

,
 

,
 

東
北
に
お
け
る
小
規
模
都
市

振
興
の
た
め
の
研
究
会

（
会
長

五
所
川
原
市
長
森
田
稔
夫
）
主

催
の
「
第
三
回
東
北
小
都
市
研

セ
ミ
ナ
ー
」
が
十
一
月
八
日
・

九
日
の
両
日
 
「サ
ン
ル
ー
ト
五

所
川
原
」
を
主
会
場
に
東
北
各

都
市
を
は
じ
め
関
係
者
約
百
八

十
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
研
究
会
は
、
昭
和
五
十

七
年
一
月
二
十
日
東
北
六
十
四

都
市
の
う
ち
人
口
概
ね
五
万
人

以
下
で
か
つ
農
業
に
特
化
す
る

二
十
六
都
市
が
お
互
い
の
研
究
、
 

交
流
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
 
 

を
集
め
意
義
深
い
催
し
と
な
っ

た
。
 

二
日
目
の
九
日
は
、
午
前
九

時
か
ら
視
察
研
修
で
、
県
指
定
 

去
る
十
一
月
十
六
日
中
央
公

民
館
に
お
い
て
県
下
各
地
か
ら

五
百
人
余
が
出
席
し
北
方
領
土

返
還
要
求
県
民
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

戦
後
三
十
九
年
に
も
及
ぶ
不

当
支
配
に
抗
議
し
、
我
が
国
固

有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
の

返
還
実
現

の
た
め
国
民
の
関
心
 
 

の
漆
川
工
業
団
地
、
日
立
入
間

電
子
五
所
川
原
工
場
の
ほ
か
、
 

金
木
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
 

を
喚
起
し
、
世
論
を
高
め
る
た

め
行
っ
た
も
の
で
、
大
会
長
の

挨
拶
に
続
き
森
田
市
長
が
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
高
満
タ

力
市
婦
人
連
絡
協
議
会
会
長
の

決
意
表
明
に
よ
り
全
員
が
返
還

実
現
へ
の
決
意
を
確
認
し
合
い
、
 

更
に
 
「日
ソ
平
和
条
約
締
結
促

進
」
と
「
北
方
領
土
返
還
要

求
 

通
商
産
業
省
で
は
、昭
和
六
十

年
五
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ

る
商
業
統
計
調
査
の
啓
発
普
及

の
た
め
の
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を

次
の
要
領
に
よ
り
公
募
し
て
い

ま
す
。
 

▽
応
募
資
格
 

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▽
応
募
作
品
の
内
容
 

m
調
査
の
対
象
と
な
る

商
店
 

（卸
・
小
売
業
）
が
商
業
統
計

調
査
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
 

そ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
内
容

の
も
の
で
、
未
発
表
の
も
の
 

と
し
ま
す
。
 

②
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
 

⑦
用
紙
の
大
き
さ
縦
5
9m

、
 

横
4
2m
(
A
2
版
）
で
縦

長
に
使
用
。
 

m
使
用
す
る
色
は
四
色
以
内
 

（白
色
は
一
色
と
数
え
な

い
。）
 

⑦
図
案
に
は
、
「
通
商

産
業

省
」
、
「商
業
統
計
調
査
八
 

「
昭
和
六
十
年
五
月
一
日
」
 

の
文
字
を
必
ず
入
れ
る
。
 

円
写
真
は
使
用
し
な
い
。
 

困
応
募
作
品
の
裏
面
に
は
、
 

「住
所
、
氏
名
、
職
業
（
学
 
 

生
の
場
合
は
学
校
名
）」
 

を
必
ず
明
記
す
る
o
 

▽
応
募
締
切
 

昭
和
六
十
年
一
月
十
五
日
（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
と
し
ま
す
。
 

▽
応
募
先
 

〒
 
卿
青
森
市
長
島
一
ー
一
 

ー
一
 
青
森
県
企
画
部
統
計

課
商
工
統
計
班
 
（
。
〇
一

七
七
ー
二
ニ
ー
‘
 

‘
一
）
 

▽
入
選
作
品
の
著
作
権
 

m
著
作
権
は
、
通
商
産
業
省

に

帰
属
し
ま
す
。
 

割
応
募
作
品
は
辺
還
し
ま
せ
ん
。
 

⑧
入
選
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
印
刷
等
の
都
合
で

一

部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

十
I。
 

▽
入
選
者
の
発
表
等
 

入
選
者
は
、
「通
産
省
広
報
」
 

及
び
「
通
産
統
計
だ
よ
り
」
 

（昭
和
六
十
年
四
月
一
日
付
）
 

で
公
表
し
ま
す
。
 

（本
人
に
は
、
直
接
通
知
し

ま
す
。
）
 

最
優
秀
賞
 

一
名
 

優
秀
賞
 

一
一
名
 

優
良
賞
 

若
干
名
 

設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
会

報
の
発
行
を
通
じ
、
小
都
市
の

進
む
べ
き
道
を
求
め
て
き
た
も

の
で
す
。
 

第
一
日
目
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
 

「
小
都
市
活
性
化
の
道
を
さ
ぐ

る
」
・
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
国
土

庁
地
方
振
興
局
東
北
開
発
室
長

照
井
清
司
氏
の
講
演
や
梅
田
収

得
遠
野
市
助
役
、
千
田
謙
蔵
横

手
市
長
の
事
例
発
表
が
行
な
わ

れ
、
現
在
国
が
策
定
ル
生菓
中
の
四

全
総
へ
の
対
応
や
個
性
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
取
組
み
が
発
表
者

か
ら
紹
介
さ
れ
参
加
者
の
注
目
 

運
動
促
進
」
 
に
関す
る
二

つ
の
 

ほ
か
記
念
講
演
や
映
画
上
映
が

決
議
と
大
会
宣
言
を
採
択
し
た
 
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

"“
廿】【
“"“
廿
“
【
“
廿
“n“廿
【
【】
【
】
廿
】n】
【】【
】”
”【
”
甘【
【
【
 

北
方
領
土
返
還
要
求
 

青
森
県
民
大
会
開
か
る
 



I 
国
庫
支

出
金
 

（億
 

円
〕
 

市
 

税
 

48.0% 

歳 出 
支出済額 4,685,544（千円） 
支出率 38.3 (%) 

I .4% 

3 .2% 

57.6% 

I I I 
民 土 教 総 公 

生 木 青 務 債 

費 費 費 費 費 

47.0% 

費
 

20.0% 

I 
農
林
水
産
業
費
 

＼「贈

？詳
」
 

」m
】
」
」
】
 

五
所
川
原
市
長
 
森
田
 
稔
夫
 

地
方
自
治
法
第
二
四
三
条
の
三
第

一
項
及
び
五
所
川
原
市
「
財
政
状
況
」
の

公
表
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
九
月
三
十
日
現
在
に
お
け
る
昭

和
五
十
九
年
度
予
算
及
び
昭
和
五
十
八
年
度
決
算
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
十

一
月
三
十
日
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（昭和59年度）ー般会計歳入歳出予算執行状況 

（昭和59年 9 月30日現在） 

歳入歳出予算額12・，245,672（千円） 

―般会計決算状況（見込） （単位，千円％) 

「nH
H
H
！
地

方
公付
税
 

54.2% 
33.6％ ー -30- 

I 
-29- 
-28一
一 27-
-26--
一25ー 
-2‘一 
-23--
-22・一
一 21ー 
-20-
-19-
-18-- 
ー 17ー 
・16ー 
-15 
一  l‘ー 

一13ー 
一 12ー 
ーllー 
ー 10ー 
一 9・一 
-8 ー 
-7一
一 6一
一 5 一
一 4-
一 3 ー 
一 2 ー 
一 」ー 

2.9 
1.4 

23.2 
5.2 
09 

0.0 
1.9 
0.5 
6.0 

10.8 
100.0 

費
費

費

費
費

費
費
費
費
費

費
費
金

費
 

業
 

日
 

‘
 

分
会
務

生

生
働
叫

工
木
防

育
勧

債
出

備
 

ノ
ニ
ーノ
と
重
ず
フ

F
l
H
有
支
，
 

ー
 

・
 
林
 
生
ロ
 
一
 

出
区

議
総
民

衛
労
農

商
土
消
教

災
公

諸
予
 

歳
 

く
 

1

2

3
4

5

6
7
8

9

1
01
11
21
31
4
 

市

の
財
政

状

況

5
9年
度
上半
期
 

収
 

く
 

1
2

3
 

4
 

6 ．分担金及び負担金 
7 ．使用料及び手数料 

373 
174 

,606 
,203 

8 ．国 庫 支 出 金 2,925 ,917 
9 ．県 支 出 金 661 ,911 
10．財 産 収 入 110 ,067 
11．寄 附 金 0 
12．繰 )、 金 241 ,209 
13‘繰 越 金 63 ,659 
14．諸 収 入 759 ,624 
15．市 債 1,361 ,200 

計 12,628 ,079 

歳 入 
収入済額 5,012,755（千円） 
収入率 40.9 (%) 

5 9% 
16 0%．ー 

I 

（昭和58年度） 

（歳入） 
区 分 

1 市 	 税 
2 地 方 譲 与 税 

3. 自動車取得税交付

金 
4 地 方 交 付 税 
5 交通安全対策特別

交付金 

支出済額 
133,630 

1,498,415 
2,688,543 

構成比 

1.1 
12.0 
21.5 

817,803 6.5 
85,418 0.7 

823,046 6.6 
284,560 2.3 

2,166,741 17.4 
457,636 3.7 

1,902,430 15.3 
548,085 4.4 

1,049,307 8.4 
8,869 OA 

0 0.0 

12,464,483 100.0 

収入済額 構成比 

	

2,837,726 	22.5 

	

113,311 	0.9 

	

60,854 	0.5 

	

2,936,204 
	

23・2 

	

8,588 
	

0.1 

《
n
‘
詰

金
ま昌
金
 

3
 
脇
‘

使
昇
（

手
駐
料
 

山
％
 

ば
，
財
 
産
 
収
 
入
 

月
［
 
■
地
方
譲
与
税
他
 

諸
 

収
 
入
 

県
 
支
 出
 
金
 

~ 

プ
m
 

0
一
 

一市
 

債
 

納税は年内完納を 

市税、最終納期の月です 
納期限 12月28日 市税をまだ納めていない方はありませんか。12月は、市税の納期限最後の月です。 

（国民健康保険税 4期、 市では年内完納、滞納整理のため市税完納連動を強力に展開中です。市民各位のご 

、市県民税 	4期I 理解とご協力をお願いします。 



（昭和59年度）特別会計予算執行状況 

区 	分 

（昭和59年 9月30日現在） 	（単価】千円，%) 

予算額 	収入済額 収入率 支出済額支出率 

国民健康保険事業勘定 2,751,999 1,037,815 37.7 930,064 33.8 
高 等 看 護 学 院 53,923 1,304 2.4 19,228 35.7 
長者森平和公園造成事業 4,478 5,959 133.1 878 19.6 
下 水 道 事 業 1,082,041 453,831 41.9 375,341 34.7 
老 	人 	保 	健 1,456,722 541,303 37.2 556,330 38.2 

 

4,546,107 目 Ilり り」 

年
金

住
宅

融
資
ご

案
内
 

厚
生
年
金
保
険

・
船
員
保
険

の
被
保
険
者
を
対
象
と
す
る
、
 

年
金
住
宅
融
資
の
今
年
度
第
三

回
受
付
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
受
付
期
間
 
十

一
月
十
五
日
 

困
か
ら
十
二
月
二
十
七
日
困
ま

で
 た

だ
し
、
大
型
住
宅
、
既
存

住
宅
購
入
住
宅
改
良
は
来
年
一
一

二
十
八
日
困
ま
で
。
 

▽
対
象
 
住
宅
の
新
築

・
購
入
 

・

住
宅
改
良
等
 

▽
融
資
額
 
最
高
一
千
万
円
、
 

所
要
資
金
の
八
割
以
内
 

▽
利
率
 
一
般
住
宅
、
年
利
率

六

・
〇
％
、
大
型
住
宅
、
年
利

率
六

・
八
％
又
は
、
七

・
二
％

▽
返
済
期
間
 
十
年
か
ら
三
十

五
年
ま
で

（
半年
賦
元
金
均
等

返
済
）
 

詳
し
く
は
、
県
保
険
課

・
県

厚
生
年
金
勤
労
者
住
宅
協
会
 

（
丑〇
一
七
七
ー
七
三
ー
二
〇

七
七
番
）
へ
。
 

⑤ 昭和59年（1984年）12月1日 	 広報ごしょがわら 	 （580号） 

ー般会計現債額 （昭和59年9 月30日現在） 

総額 8,635,073千円 

青森県市町村職員共済組合 

市町村振興協会他 
176,115千円（2.1%) 

市では年2回にわたり、市の「財政状況」を公表し

ています。今回は、昭手ロ59年度上半期の一般会計予算

の執行状況などのあらましについてお知らせするもの

です。 

皆さんから負担していただいたお金が、どのように

使われているのかを知っていただき市政に対する理解

と協力をお願いするものです。 

青 森 県 
208,107千円（2.4%) 

」て I" 	 139,771千円（1.6%) 

中小企業退職共済事業団 
215,990千円（2.5%) 

大 蔵 

3.599,339 
千円 

(41.7%) 

公営企業金融公庫 

1,733,967千円 

(20.1%) 

消防債96 	,060千円（1.1%) 

減収補てん債90 	.000千円（1.1%) 
民生債64,754千円（0.8%) 

（昭和59年度）市税の負担状況 
（昭和59年9月30日現在） 

都市計画税 83,998千円 
(41,601千円49.5%) 

電気・ガス税 
125,781千円 

(66,227千円 52.7%) 

軽自動車税他 23,411千円 
(22,189千円94.8%) ※ 

注 
たばこ消費税 
302,969千円 

(156,685千円 
51.7%) 

収入済額 
1,307,316 

2,947,870千円 千円 
は .599,187千円 

固定資産税 54%) .2 
(670,241モ円 

51.3%) 
1,104,395千円 

、(642・244千円 

\ 	58.2%) 

労働債 258,090千円て3.0%) 

総務債 271,142千円（3.1%) 
災害復旧債 

	

322 	,091干円（3.7%) 

	

衛生債 	(3.8%) 
327,724千円 

鷲業債 
770 豊錫 

1,888.4%千円 

(21.9%) 

）
書
は
収
入
済
額
及
び
収
入
率
で
あ
る
 

（昭和58年度）特別会計決算状況（見込） 	（単位 千円％) 

区 	 分 	 収入済額 収入率 支出済額 支出率 

	

民健康保険事業勘定 	2,689,285 	101.4 	2,483,722 	93.6 

	

等 看 護 学 院 	42,054 97.4 	42,054 97.4 

	

者森平和公園造成事業 	8,221 	121.6 	5,108 	75.6 

水 	道 	事 	業 	1,490,375 	99.1 	1,490,375 	99.1 

人 	保 	健 	1,286,454 	99.1 	1,265,276 	97.5 

国
高
長

下
老
 

等
 

定
院
業
業

健
 



2
肖

費
者

は
、

信
販
会

社
 

な
ど

に
対
し

て
も
支
払

い

を
拒
む

こ
と
が
で

き
る

よ

う
に

な
り
ま
し

た
 

3
多
重
債
務
者
の

発
生
 

を
防
止
す
る
規

定
が

新

設
さ
れ
ま
し

た
 

指
定
商

品
が
 

追
加
さ
れ

ま
し

た
 

5
 

1件ごとの契約による
分割払い 

割賦購天あっせん 
総合割賦購入 個品割賦購入 

	

あっせん 	あっせん 

	

（クレジントカート） 	（立替払い） 

クレジットカードによる
分割払い 

亡あなたのポケソトにー冊」 

60年度版 県民手帳 

デザイン・紙質一新、ますます便利で

使いやすくなりました。（アドレス帳別刷

付） 

ン頒 価 1部 300円 

59年度版 県勢クラブ 

青森県の動きが、一目でりょう然にわ

かるカラーパンフレソト。（裏面は青森県

全図） 

レ頒 価 1部 350円 

レお申込みは、市秘書企画課統計調査係 

（胃35- 2111番内線318・31助 へどうぞ。 

/
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信
販
会
社
な
ど

に
よ

る
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど

に
つ
い
て
も
割
賦

販
売
法
が

適
用
さ
れ

る

ニ
と
に
な
り
ま
し
た
 

従
来
、
商
品

の
売
り
手
（

販

売
者
）
と
買

い
手

（消
費
者
）
 

の
間

の
割
賦
販
売

取
引
に

つ
い

て
は
、

消
費
者
保

護
規
定
が

適

用
さ
れ
て
い

ま
し

た
が
、

信
販

会
社
な
ど
が

介
在
す
る
割
賦
購

入
あ
っ

せ
ん

（
図
参
照
）
に
は

適
用

さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

今
回
の
改
正
に

よ
っ

て
新
た

に
適
用
さ
れ

る
主
な
消
費

者
保
 

護
規

定
に

は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
 

①
取
引
条
件
の
表

示

l
消
費

者
が

商
品
を

購
入
す
る
祭
、

業

者
は
現
金

価
格
、

割
賦
価

格
、
 

手
数
料
な
ど
を
表
示
す

る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
 

②
書

面
の
交
付

ー
業
者
は
、
 

契
約
書

に
割
賦
価
格
、

分
割
回

数
な
ど
を
記
載
し

て
消
費

者
に

渡
す
義
務
が

あ
り

ま
す
。
 

③
ク
ー

リ
ン
グ

オ
フ

ー
消
費

者
は
、
 
一
定
期
間

内
で
あ
れ
ば
、
 

無
条
件
で

契
約

の
申
し
込
み
を

撤
回
し

た
り
、

解
除
す
る
こ

と

が
で
き
ま
す
（
訪

問
販
売

の
場

合

の
み
）
。
 

商
品
が

届
か
な
い
、

商
品

に

キ
ズ
が

あ
る
の
に

信
販
会

社
な

ど
か
ら
支
払

い
請
求
が
く
る
、
 

と
い
っ

た
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
 こ
の
よ
う
な
場
 

合
、

信
販
会

社
な
ど

に
対
し
て
 

支
払

い
請
求
を

拒
否
す
る

こ
と
 

が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し

た
。
 

消
費
者
が
、

そ
の
支

払

い
能

力
を

超
え

て
商
品
を

買

い
、
返

済
で

き
な
く
な
る

と
い
う
よ
う

な
事

態
を
防

止
す
る

た
め
の

規

定
で
す
。
 

販
売
業
者

や
信
販
会

社
な
ど

は
、
消
費
者
に
対
し
、

過
剰
な

信
用
供
与
（
支

払
い
能
力
以
上

に
販
売
契
約
を

す
る
）
を

す
る

こ
と
の
な
い

よ
う
努

め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
 

た
。
 ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
で
き
 

4
 

る
期
問
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
 

こ
れ
に
よ
り
、
多
重
債
務

者
 

（複
数

の
業
者
に
対
し
自

己
の

支
払
能
力
以
上

に
債
務

の
あ
る

人
）

の
発
生
を
防
止
し
よ
う

と

い
う
も

の
で
す
。
 

訪
問
販
売
に

よ
る
割
賦
販
売

な
ど

e
場
合
、

ク
ー
リ
ン
グ

オ

フ
期
間
が

四
日
か
ら
七
日

に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
 

制
賦
販
売
法
で

は
、
規
制
の

対
象
と
な
る
商
品
を

政
令
で

定

め
て
い

ま
す
（
指
定
商
品

制
度

）
。
 

従
来

の
指
定
商
品
は
、

耐
久

性
の
あ
る

こ
と
が
主
な
条
件
で

し
た
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
っ

て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
増
え
て
い
る

消
耗

品
に

つ
い
て
も
政
令
で

指

定
す
る
こ

と
が

で
き
る
よ

う
に

な
り
ま
し
た
。
 

新
た
に
消
耗

品
と
し
て
、

い

わ
ゆ
る
健
康
食

品
、

コ
ン
ド

ー
 

ム
お
よ
び
化
粧
品
が

指
定
さ
れ
、
 

一
層
の
消
費
者

保
護
が

図
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

◇
 

◇
 

以
上
が
、

改
正
さ
れ

た
割
賦

販
売
法

の
主
な
内
容
で

す
が
、
 

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

に
は
、

何
に

も
ま
し

て
、
契
約
書
を

よ
く
読

み
、
納
得
し
た
上
で

契
約
書

に

サ
イ
ン
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
 

ク
レ
ジ
ツ
ト
、
月
賦
あ
る
い
は
分
割
払
い
と

一
般
に
呼
ば

れ
て
い
る
割
賦
関
連
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
消
費
者
を
守
る

た
め
「
割
賦
販
売
法
」
が
改
正
さ
れ
、
十
二
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

割
賦
販
売

法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
 

十
ニ
月
一
日
施
行
 

×
 

(
 

r
 



燃えないゴミ 燃 え る ゴ ミ 区
分
 

水 土 金・火 木・月 曜
日
 

て
い
ま
す
。
 
 

七
和
地
区
・
梅
沢
地
区
・
松
島
地
区
・
長
橋
地
区

・
栄
地
区
 

飯
詰
地
区
・
毘
沙門
地
区
・
中
川
地
区
・
三
好
地
区
の
九
地
区
 

な
お
、
九
地
区
の
燃
え
る
ゴ
ミ
は
自
家
処
理
で
ご
協
力
い
た
だ
い
 

右
記
町
内
の
も
え
な
い
ゴ
ミ
 

・

田
園
調
布

・
吹
畑
（
一部
）
・
松島
町
・
湊
二

部
）
 
 

元
町

・
柳
町

・
川
端
町

・
成
田
町

・
平
和
町

・
ハ
イ
カ
ラ
町
・
布屋
町
 

弥
生
町
・
田
町
・
裏
田
町
・
栄
町

・
新
町
・
本
町

・
東
町
・
鎌
谷
町
 

末
広
町
 

雛
田
・
東
雲
町
‘
小
曲
（
一部
）
・
湊団
地
・
八
重
菊

・
み
ど
り
町
  

（
一部
）
 
・
錦町

・
幾
島
町
・
柏
原
町
‘
大
町

・
旭
町
・
敷
島
町

・

新
宮
末
広
町
一
新
宮
町
・
新
宮
団
地
・
寺
町
岩
木
町
・
さ
っ
き
町
・

上
平
井
町

・
中
平
井
町
・
平
井
町
・
下
平
井
町
・
十
川
町

・
尻
無
 

町
 

内
 

名
 

ゴ
ミ
の
集
積
場
所
を

変
更
 

冬
期
間
ご

協
力
お

願
い
し

ま
す
 

例
年
の
通
り
冬
期
間
は
ゴ

、
 

収
集
車
の
通
行
に
支
障
を
き
た

す
た
め
、
今
年
十
ニ
月
十
七
日
 

（月
）
か
ら
来
年
三
月
三
十

一

日

（
日）
ま
で
下
記
の
集
積
場

所
を
中
止
し
、
近
く
の
大
通
り

の
集
積
場
所
を
利
用
し
て
下
さ
 

い
。
 

そ
の
地
域
に
お
住
い
の
方
は

面
倒
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

湊
  

湊
  

さ
っ
き
町
 

鳥
 
森
 

下
平
井
町
 

下
平
井
町
 

下
平
井
町
 

中
平
井
町
 

川
端

町
 

川
端
町
 

幾
島

町
 

東
 

町
 

町
 
名
 

鉄
橋
付
近
 

宮
崎
古
物
店
奥
通
り
  

8
班
及
び
津
鉄
線
路
沿

い
 

小
田
桐
新
聞
店
向
い
通
り
 

小
川
種
店
奥
通
り
 

老
人
ホ
ー
ム
横
通
り
 

五
所
川
原
ラ
ジ

エ
ー
タ
ー
店
奥
通
り
 

田
辺
旅
館
宅
通
り
 

食
事
処
弥
生
前

（
元
菊
の
湯
跡
地
）
 
 

大
丸
古
川
裏
通
り
 

八
木
公
園
の
中
 

全
 
町
 
内
 

冬
期
間
収
集
を

中
止

す
る

場
所
 

衛生課 清掃シリーズ（3) 

※表のとおり日程を必ず守って下さい。次回はゴミの

分別等です。 

ゴミ収集日程表 

,
 

年
末
資
金
融
資

の
ご
案
内
 

国
民
金
融
公
庫
で

は
、
年
末

融
資
の
取
り
扱
い
を
始
め
て
い

ま
す
。
 

年
末
商
品
の
仕
入
資

金
、
買

掛

・
手
形
決
済
資
金
、
ボ
ー
ナ

ス
資
金
な
ど
を
必
要
と
さ
れ

る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 

な
お
、
年
も
押
し

詰
ま
っ
て

き
ま
す
ど
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お

早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▽
貸
付
限
度
額
 
ニ
、

一
〇
 

の
・
っ
 

、
、
、‘
も
 

ゴ
 

〇
万
円
 

▽
貸
付
期
間
 

運
転
資
金
 
五
年
以
内

設
備
資
金
 
七
年
以
内
 

（
特
別
の
場
合
は
、
十
年

以
内
）
 

▽
貸
付
利
率
 
年
率
七
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
 

※
相
談
は
商
工
会
議
所
、

ま

た
は
国
民
金
融
公
庫
弘
前
支
店
 

（
。
〇
一
七
ニ
ー
三
六
ー
六
「
1
 

〇
三
番
）
へ
 

一
一
級
ボイ
ラ

ー
 

技
士
免
許
試
験
 

二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
 
 

験
及
び
、
こ
れ
に
伴
う
ボ
イ
ラ
 

ー
講
習
会
が
、
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。
 

▽
試
験
申
請
書
受
付
 
十
二
月

十
八
日
因
か
ら
十
九
日
困
ま
で

▽
試
験
日
 
一
月
二
十
四
日
困

午
前
九
時
 

▽
試
験
会
場
 
青
森
 

▽
受
験
資
格
 
ボ
イ
ラ
ー
実
技

講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
者

＠
ボ
イ
ラ

ー
実
技
講
習
会
 

（
条
件
講
習
会
）
 

▽
日
時
 
十
二
月
十
二
日
か

ら

十
四
日

（
三
日
間
）
 

▽
会
場
 
社
団
法
人
西
北
労
働

基
準
協
会
 

▽
受
講
料
及
び
テ
キ
ス
ト
代
、
 
 

受
講
料
 
八
、
〇
〇
〇
円

テ
キ
ス
ト
代
 
四
、
四
〇
〇
円

⑨
ニ
級
ボ
イ
ラ

ー
技
士
免
許

試
験
準
備
講
習
会

（
学
科
）
 

▽
日
時
 

一
月
八
日
か
ら
十
一

日

（
四
日
間
）
 

▽
会
場
 
社
団
法
人
西
北
労
働

基
準
協
会
 

▽
受
講
料
 
九
、
〇
〇
〇
円

▽
申
込
み
・
間

い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
市
字
新
宮
町
八
十

四
の
五
 

社
団
法
人
西
北
労
働
基
準
協

会

（
。
三
五
ー
六
一三
ニ
六
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
 

1
6I
I、
リ
映
写
機
 

操
作
技
術
講
習
会
 

▽
日
時
 
十
二
月
十
二
日
（
水
）
 

十
三
日
（
木
）
の
二
日
間
 

▽
時
間
 
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
三
十
分
ま
で
 

▽
場
所
 
五
所
川
原
市
中
央
公

民
館
 

▽
受
講
料
 

一
、五
〇
〇
円

（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む
）
 

▽
修
了
証
 
テ
ス
ト
合
格
者
に

は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
 

▽
申
込
み
期
限
 
十
二
月
六
日
 

（
木
）
ま
で
に
五
所
川
原
市
中

央
公
民
館
（
廿
三
五
ー
六
〇
五

六
番
）
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 
 

▽
主
催
 
西
北
五
地
方
視
聴
覚

教
育
協
議
会
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処理の仕方を 
ー度たしかめましょ 

第18回 
五所川原合唱団定期大会 

合唱組曲「旅」「津軽の旋律」その他 

レ 12月 8 日（土）午後 6時30分開演 

ン 市民文化会館ホール 

レ 入場料 300円 



“税務課からのお願い” 

建物の取りこわしの申請にっi司 

昭和59年1月 2日から昭和60 

年1月1日までの間に建物を取

りこわした時は早めに下記のと

おり 「取りこわし申請」の手続

きをとってください。 

ン受付期間 昭和60年1月31日 

（木）まで 

＞受付先 市税務課資産税係 

(容35-2111 内線206番） 

なお、「申請書用紙」は税務課

窓口にそなえてあります。 

不明な点は電話等で

お問い合わせください。 

歴史民族資料館の 

休館日のお知らせ 

市立歴史民俗資料館

では、研修会のため次

のとおり休館します。 

レ休館日 12月15日（D 

午後12時15分から12月 

16日（日）まで 

レ振替開館日 12月17 

日（月）は開館します。 

最低賃金 
確かめましよう 

青森県最低賃金は 3,044円

時問給労働者 1 時間 381円 

あなたの最低賃金額は？ 

労 働 省 

労働基準局・労働基準監督署 

五所川原労働基準監督署 

(合35一2309) 

~ 
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：ミ~宴 蕪鱒舞噴護生募纂 
一（夜間定時制）＝一 

当学院では、60年度入学生を下記要領に基づいて募集 

します。 

レ募集人員】40人 

D修学年限】3年（ただし第 3学年時は、臨床実習と 

するJ 

＞受験資格 

准看護婦（Dで次のいずれかに該当する方。 

1. 免許取得後 3年以上看護業務に従事した

方。 （昭和60年 3月で3年就業終了見込み

の方を含む） 

2． 高等学校卒業者。 （昭和60年 3月卒業見

込みの方を含む） 

3． 高等学校衛生看護科卒業者。 （昭和60年 

3月卒業見込みの方を含む） 

レ願書受付期間：12月I日田から昭和60年1月25日金 

レ入学試験日：昭和60年 2月12日因 

レ試 験 科 目：国語、社会、看護一般、作文 

寮の設備があります。入学案内及び入学願書入用の方 

は切手120円同封のうえお申し込み下さい。 

五所川原市立高等看護学院 

f 037 五所川原市布屋町41 (ft34- 2715) 

ミ人権ミについて

考えてみましよう 

12月4 日～10日は「人権週間」 

世界人権宣言が誕生した12月10日の 「人権デー」 

を記念して、12月 4日からこの人権デーまでの1 

週間を 「人権週間」 としています。期間中は全国

各地で「人権」にちなんだ催し物などが開催され

ます。この機会に、あなたも 「人権」について考

えてみてください。 

特設人権相談所を開設 

第36回人権週間（12月 4日～10日まで）を記念 

し、相談所を開設します。 

お気軽にご利用下さい。 

家庭内のいざこざ、借地、借家、金銭貸借、戸 

籍、登記、相続、離婚、損害賠償等の相談に応じ 

ます。 

レ日時 12月 6日（木）午前10時から午後 4時ま 

で。 

D場所 大町丸友デパート二階催事場 

レ相談員 人権擁護委員、法務局職員 

1 
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独
り
暮
ら
し
の
 

お
年
寄
り
を
慰
問
 ブ

会
 

ー
フ
 

ク

Aロ

人
 

老
連
 

第23回簡易保険郵便
年金作文コンクール 

簡易保険局長賛を受ける千春さん 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
葛

西
専
造
会
長
）
は
、

十
一
月
十

五
日
恵
ま
れ
な
い
お
年
寄
り
を

励
ま
そ
う
と
寝
た
き
り
、

独
り

暮
ら
し
の
老
人
を
訪
問
、

激
励

し
ま
し
た
。
 

こ
の
催
し
は
 
「在
宅
友
愛
訪

問
」
と
呼
ば
れ
、
市
福
祉
事
務

所
、
市
社
会
福
祉
協
襲

云
の
協

力
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の

で
、四
千
七
百
六
人
の
会
員
か
ら
 
 

募
っ
た
一
円
玉
献
金
な
ど

か
ら

缶
詰
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
等
の
入
っ
た
 
「友
愛

訪
問
袋
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
 

こ
の
日
は
、
約
六
十
人
の
奉

仕
員
が
二
十
一
班
に
分
か
れ
、
 

二
百
八
十
一
世
帯
を
訪
問
「
元

気
を
出
し
て
下
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。
 

簡
易
保
険
局
で

は
、
去
る
五

月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

の
間
、
全
国
の
小
・
中
学
生
（
小

学
校
五
年
か
ら
中
学
校
三
年
ま

で
）
か
ら
作
文
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
十
二
万
七
千
点
を
超
え

る
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
中
か
ら
五
所
川
原
小
学
校

五
年
大
久
保
千
春
さ
ん
の
 
「私

の
お
と
う
さ
ん
」
が
、
簡
易
保

険
局
長
賞
に
決
定
さ
れ
、

十
一

月
十
二
日
五
所
川
原
小
学
校
に

お
い
て
、
中
野
五
所
川

原
郵
便

局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
簡
易
保
険
年
金
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
次
代
を
担
う
小
 

‘
中
学
生
に
簡
易
保
険
、

郵
便

年
金
の
も
つ
相
互
扶
助
の
精
神

を
普
及
、
さ
ら
に
は
簡
易
保
険

年
金
が
学
校
や
住
宅
、
公
園
、
 

道
路
建
設
な
ど
に
融
資
さ
れ
、
 

県
下
短
歌
大
会
 

八
十
余

人
参
加
盛
会
 

五
所
川
原
短
歌
会
で

は
、
十

一
月
十
一
日
午
前
九
時

よ
り
、
 

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
県
下

の
歌
人
八
十
余
人
が
参
加
し
、
 

県
下
短
歌
大
会
を

開
き
ま
し
た
。
 

開
催
に
先
だ
っ

て
浜
田
会
長
の

あ
い
さ

つ
、
つ
づ
い
て
成
田
収

入
役
の
歓
迎
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
 

宿
題
・
席
題
の
順
で
各
選
者
に

よ
っ
て
披
講
さ
れ
、
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

宿
題

A

「雑
詠
」
 
選
者
、佐

藤
俊
雄
、
藤
田
柴
永
、
桜
庭
誠

四
郎
、
加
藤
武
 

宿
題
B

「靴
」
選
者
、

村
上

青
林
、
山
下
正
義
、
加
藤
丈
則
、
 
 

松
木
睦
子
 

席
題
「
紙
幣
」
 
鎌田
純
一
、
 

大
沢
寿
夫
、
中
村
喜
良
雄
、
中
 

村
キ
ネ
 

総
合
成
績
 

第

一
位
 
野
呂
富
枝
 

（
五
所
川
原
市
）
 

第
ニ
位
 
小
寺
粕
太
郎
 

（
中
里
町
）
 

第
三
位
 
成
田
裕
子
（
稲
垣
村
）
 

第
四
位
 
加
藤
 

武
（
弘
前
市
）
 

第
五
位
 
工
藤
精

一
 

（鯵
ケ
沢
町
）
 

第
六
位
 
番
場
允
映
 

（
五
所
川
原
市
）
 

第
七
位
 
山
谷
久
子
 

（
五
所
川
原
市
）
 

ス
カ
ー
フ

か
が
り

実
技
受
講

者
募
集
 

家
内
就
業
を
希
望
す
る
婦
人

を
対
象
に
、
県
婦
人
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
ス
カ
ー
 

フ
か
が
り
実
技
講
習
会
が
、
次

の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 
五
十
九
年
十
ニ
月
十

三
日
（
木
）
、十
四
日
（
金
）
い
ず
れ

も
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午

ま
で
。
 

▽
受
講
料
 
無
料
 

用
意
す
る
も
の
 
絹
針
（長
針
）
、
 

指
ぬ
き
（
長
針
用
）
、
は
さ
み

▽
場
所
お
よ
び
申
込
み
先

働
く
婦
人
の
家
（
新
町
）
 

（
。
三
五
ー
八
八
九
八
）
 

国
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
の
理
解
を
求
め
る

と
共
に
、
学
校
教
育
に
も
役
立

て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

友愛訪問する（老人クラブ会長と松島町 4 丁目斎藤栄吉32) 

短
  

歌
 

五
所
川
原
短
歌
会
提
供
 

商
店
の
宣
伝
空
よ
り
聞
え
つ
つ
吾
が
無
為
に
し
て
独
り
居

の
午
後
 

浜
 
田
 
ち
 
か

東
京
よ
り
の
久
し
き
友
等
と
追
良
瀬
の
紅
葉
の
に
し
き
賞

で
つ
つ
ぞ
行
く
 
鈴
 

木
 
と
み
さ

禁
猟
の
岩
木
川
面
の
朝
ま
だ
き
か

へ
り
し
小
鴨
群
れ
遊
び

を
り
 

野
 
呂
 
三
枝
子

晩
秋
の
雪
の
輝
く
山
脈
を
見
つ
つ
独
り
の
旅
ゆ
く
わ
れ
は
 

浜
 
山
 
て
 
い
 

結
納
を
終

へ
し
二
人
が
ど
う
だ
ん
の
も
み
づ
る
園
を
寄
り
 

添
へ
て
ゆ
く
 

姥
 
名
 
チ

ョ
ノ
 



ンと き

レところ 

師

催
 

講
主
 

hレ
 
レ
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新受入図書 

市立図書館 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

辞典活用 
軸
 

淋
 
誠
 

軸
 
施
 
枇
 
研
 
琳
 

認
 

細
 
（
 

琳
 

岸
 
杜
 
「
 

昭
 
馴
 
崎
 

南

娠
 

鰍
 
齢
 
賠
 

給
 
錫
 
糾
 
司
 

軒
 
駄
 

調
 
忠
 

軒
 
眺
 

獅
 
鵬
 
醜
 

融
 
柵
 

落 ち た 太 陽 前田 孝蔵 
ノ、ンドブック 

木 	 橋 永山 則夫 
人は本なしには 

生きられない 津軽こけし工人 徳井 信也 

手 相 の 科 学 バラの味人の味 中畑 	勇 

人聞でなくなる日 家 康 の 母 安西 篤子 

日 本 の 政 治 菊 	慈 	童 円地 文子 

新 外 交 論 伊集院大介の冒険 栗本 	薫 

学 問 の 創 造 青 雲 の 軸 陳 	舜臣 

出会いにっいて 静 か な 午 後 辻井 	喬 

たのしい藤手芸 白 	 夜 渡辺 淳一 

1・2'3 

り んごのほん 

株の実戦 
ノウハウ集 

大草原に潮騒が 
聴える 

人生はガタゴト 
列車に乗って 

桐島 洋子 

井上 マス 

浮世絵の魅力 
箱 根 の 坂 司馬遼太郎 

巴里の空は 
譜調は偽りなり 瀬戸内晴美 

あかね雲 蜜 	 通 平岩 弓枝 

現 代 の 茶 会 女 	と 	男 森 	瑠子 

新 し い 敬 語 不遥の き ずな 山代 	巴 

小論文の書き方 自伝的恋愛論 宇野 千代 

山菜採りの楽しみ 創 造 の 風 土 江崎玲於奈 

痛みを診断する 祖母わたしの明治 志賀かう子 

料理ぎらいの料理上手 

みんなの健康教室へどうぞ 

医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」が次の日程で 

開かれます。お気軽においでください。 

今回のテーマは身体「ぼけないために」について 

12月21日（金） 午後1時 

市保健センター（旧警察署跡） 

村本 幸栄先生 

北五医師会・五所川原市民保健協議会 

街頭献血にご協力を 

2
 

I
  

1
 

"?
 
 

午 	前 '1 	後 

3
 叩
 

市庁舎前お祭り広場 マルトモデパート駐車場 

10: 00-12: 00 13: 30-16: 00 

20 広田 日産自動車商会前 東北電力（株）五所川原 

10: 00へ」12: 00 
営業所前 

13: 30--16: 00 

亀電電一 
‘a 歳末 ば’ 

た弗取） 

z，ー 

健康 

コーナー 

みんなそろつて 歳末たすけあい運動12月 1 日～31日 

明るいお正月を迎えるために 
r社会福祉をすすめるための資金は国がまかなう、 

、べき。なぜ募金運動が必要なのか。 	 J 
わが国の社会福祉は次の 2つを柱にすすめられていま

す。 

①公的施策……生活保護制度、老人ホームや保育所の

設置・運営など 

②民間社会福祉活動 	共同募金運動、民生委員活動

など 

特に②の民間社会福祉活動は、①の公的施策では対応

できない面を受け持っており、例えば、近所同士の助け

合い、ボランティア活動、共同募金などを通じて、キメ

細かな対応をすることが特長です。そしてこれは、「自分

たちの福祉は自分たちの手で」 というミたすけあいの心さ

にもとづいています。 

r寄付されたお金はどのくらい集められ、どんな、 

にふうに使われるのだろうか。 	 J 
58年の 「歳末たすけあい」 では、約73億円のお金が、 

次のような方々に配分されました。 

・精神薄弱（者）、肢体不自由児（者）に 

・恵まれない子供たちに（養護施設など） 

・成人施設入所者に 

・老人施設入所者、在宅寝たきり老人などに 

・長期療養患者に 

・生活困難世帯に 

・災害地、辺地などの方に 

「みんなそろって明るいお正月」 を迎えるため、多く 

の方のご協力をお願いします。 

広
報

紙
の

早
期
配

布
に
ご

協
力

下
さ
い
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